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中学理科の光合成実験に関する研究
－取手聖徳女子中高における光合成実験の最適な条件へのアプローチ－















　In science classes in junior high school , experiments and observations are given emphasis. However, 
especially in experiments dealing with living things, dependent on the conditions of the samples or 
meteorological factors, we cannot possibly get predictable results. Therefore, optimum experimental conditions 
for each class need to be examined. In this study, we examined the conditions of photosynthetic experiments 
which students are to study in their seventh grade. First, we chose ﬁve kinds of samples from plants which 
grew in our school and made experiments under multiple conditions. These experiments altered in the kind of 
samples or reagent concentration. Moreover, by tracing the alterations of iodine starch reaction, we determined 
the factors which inﬂuence the reaction and the optimum conditions which are applicable to various situations.
　This experiment showed that two kinds of samples are optimum and that optimizing the time of the leaves 
put into boiling water and utilizing these two samples, complementarily enabled us to deal with unfavorable 
conditions. This is providing that the experiment is made within twenty four hours of preparation of the leaves 
and the weather during this period was cloudy or rainy. This also enabled us to deal with unexpected work-lag.
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The Research of Photosynthetic Experiments Conducted in Science Classes in Middle School :  
Aiming to Optimize the Conditions of Photosynthetic Experiments 
in Toride Seitoku Girls’ Junior High School
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写真18（サンプルＣ，ヨウ素液につけて30分後）
写真17（サンプルＣ，3倍希釈，24時間後）
ない。ただ，本校に生えている植物の中でも，「ふ」が特によ
くみられるものの一つであるため，このサンプルＥを本実験で
用いることができるような手法を検討することが今後の課題と
なる。
⑵　実験2
　写真15からもわかるように，サンプルＡでは，熱湯に入れて
おく時間を増やすことで，ヨウ素デンプン反応があらわれるま
での時間が明らかに短くなった。これは，熱湯に入れることで，
細胞壁がやわらかくなったり壊れたりし，さらには細胞膜が物
質を透過させやすくなり，ヨウ素液と細胞内の葉緑体が接触し
やすくなったためと考えられる。一方，サンプルＣでは，写真
16と写真18のように，反応が現れるまでの時間短縮は確認され
なかった。これらの結果は，細胞壁と細胞膜の状態が植物の種
類によりさまざまであり，サンプルＡでは熱湯での加熱時間を
長くすることで，よりヨウ素デンプン反応に適した状態となり，
サンプルＣについては，実験1の操作ですでにこの葉としての
最適な状態となっていたことを示唆している。また，サンプル
ＡとサンプルＣがともに実験1では早い段階でヨウ素デンプン
反応があらわれたことから，デンプン量もヨウ素デンプン反応
の速度に影響を与えていると考えられる。そして，デンプン量
が少ないときには，葉の種類によるヨウ素デンプン反応の速度
差が特に顕著にあらわれることがわかる。
　実験1と実験2を検討した結果，基本とするべき実験条件およ
び生徒実験において特に気をつかう必要がある状況と，その際
に留意すべき点は次のとおりである。
①葉はサンプルＡかサンプルＣを用いることを基本とする。
②ヨウ素液は原液を3倍程度に希釈して用いる。
③アルミニウムはくを取り付けた翌日の授業でヨウ素デンプン
反応の確認をする場合は，サンプルＡを用いて，熱湯での加
熱時間を長くする。ただし，授業時間の都合で葉をヨウ素液
に長時間つけておく場合にはサンプルＣを用いる。
　以上の留意点は，実験方法の一例である。実際の授業におけ
る運用としては，本研究で検討した点を理解した上で，それを
他の種類の植物（葉）にも応用して，生徒がより関心を持つこ
とができ，かつ成功といえるような実験結果が得られるような
条件を設定する必要がある。
　今後も，よりよい実験条件を模索していかなければならない
が，植物の光合成能力は時季によっても大きく変動する可能性
があるため，5月から6月という限られた期間で計画的に検証を
進めていくことが求められる。
